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0 

巧がに巧わないで < ださい， 

0 

巧巧に《れないで < だまし1， 

‘感 

1 )« 好に巧 Kti 巧-巧 a はしないで 
j ください。 , 


〇 

化ず ffi 巧にがい、行って<ださい。 

‘を 

化プ■巧ブラヴをコンセントか6 
をいで < ださい， j 


ぶ i を険 


ガソ y ンお禁 

方 VU シなど性の■し1曲は«巧に®巧しないでください。 
义巧の®田にな0ます， 



ガ V リシ屋滅 


A 警告 


スプレー巧な巧 

巧をがなどのスブレ ー 巧巧 a 
»巧おたるところに巧■しな 
いでください， 

熱でスプレー ffi ゆ S 力び上び 
り.し、ちなでず。 



可燃性ガス巧巧が巧 

フでンヒー女一巧®巧しでし、る 
が■で、巧*(ほ巧スが巧をする 
t の（ベンジン、シンナ ー ）、 
スブレー巧巧用しないで<だ 
ぞい， 

火がや巧■の原西にな0まず。 


浸るとさ消义 

»るとさやか出ずるとちは、 
なブ》乂しでください， 

巧 Ji しない寒巧が巧ちずるお 
モれびありまず， 




巧をのために化ずお守りくだをい 


この®級 R 明■にある巧目は、ちなの程巧によつで巧の3段«に区かしでいまず。 


A 制矣 

の巧いを巧った巧ち、使巧ぎが巧亡、または隱化を肯ラ危巧、 i 
また火災*やけどの巧巧び麻いとちえられる巧合 

A 警告 

取巧いを拐った《合、化田ちが巧 C 、 または里場を貫3巧能な、 
また乂奴，やけどの巧脂性びち无られる±1舍 

A を危、 

取扱いを M ごた麵苗、巧思身が趣瞻を貧ウ fl 巧が«无られる巧さ、！ 
また切の巧需のみのお生びちえられる巧 S 1 

j 


本な中のマークは、巧の■巧を》わしまず ■ 

(7 —クの中や用辺に再は的な巧宮が■かれでいまず。） 


ご巧虽が 


巧をのために化すお巧0<ださい 















































成警告 


近®巧出□ホふながない 

巧な*巧などで谴 B 吹化 □* ぶ巧•里历 
巧な巧み□巧みさがないでくだぞい。 
«* 病なや乂災の!！巧にな0ます。 

(S ) 雛 


巧な化坦 / iwtt に 1 〜 a 回 

樓巧せブに巧巧しつブけないで < ださい* ^2お)*巧 __ 
が索がホをずるとホ巧を《巧し、 

—» 化な蒙などが R 连しで 
巧■になるおそれげ友0まず， 

B の！!巧、巧下 S など MA び 
巧巧に行えなし1錫巧では ffi 用 巧 

しないで < ださい， 



丄 


A 注意 


山設置 


巧が晚との巧が巧化す 

0に萧すファシヒーターゅ周留には 
巧府巧を■かないでく擅さい， 

义化の原因にな0まず， 


eIl^ か 


1扣噓上 
Im 叫 



赴 Scm なょ 

1 Scm な上 


(が甲でな夫な床面にお匯） 


力ーテン、可燃巧細 g 

力ーテンや巧えやずをの 
のそばなどでは化巧しない 
でください。 

火がが巧をずるおそれがあ 
0ます。 



人がおたたまる圍的な巧巧巧な比 

巧巧の巧なや、動*«物の 
商成*巧巧、人のいない場 m A . \ 

では巧巧しないで<ださい A 
サ巧しない*巧び発主す* 

おそれがち0まず。 



巧の巧巧では巧巧しない 

义がゃ巧 a しない舉巧の原田にな0束ず 


•0 


曰力ーテンなどなぶ巧のモば 
口誦動め g しい屬巧 
〇水卑でない*ホ巧をな 

«析 

不巧巧な巧を難せた《など 
め下 

〇祖の友たる通巧、な祖の化 
Aa (人*0のぞい删巧なと） 
〇 ■巧 

〇人のいなム1麵巧 

(■S、nil 墅など） 
C- 巧 M 巧ガスめ巧ますぁ«巧 
またはたまる涵巧 


火巧の K 巧にな0まず* 


〇なの W 巧などのため、擴巧 
び巧がじ巧えない涵巧 
〇«がや巧し入れなど、ファ 
ンヒーを一が猫われる通巧 
D ほご0、巧巧、&祖ののぞ 
い訓 

〇樓9«1，日00讯な11の高11 


B 巧 B 化のホたる場巧 
anew . クリーニング巧* 
はんだ付!: NtHffi、 声ツキ， 
■RXJi などスブレーや化# 
«品を拍3編巧 

フ〇ン巧ス、進驚 m 泡 W、 
シリコン、ヘアートリート 
イント tta 巧巧巧で&場巧 


ホ巧をが巧の度西にな0 
まず 。 


巧》やサ巧しない寒がが 
巧をする靡田にな0まず • 


ご巧用前巧をのためにかすお守り<ださ S 
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ま全のために化ずお巧 0 くだをい 


广 

/?\注思 

12)® 巧時 



巧巧にま意 

フアンヒーか一巧持ち*ぶ 
とさは、义巧巧しで方ート 
ツジタンクを巧0出し、 
巧けなし1ように»かに巧ん 
で < ださい， 

な巧がこぼれをと乂のの原 
因じな0まず* 



ちな時巧巧巧化 

におい.すずの発を、巧のちなど R * を 
原じたとさは巧用しないでくだをし、 

圆常*(巧めおモれがあり*す* 





フアンフイルターは 

化ず巧巧 

フアンフイルターを取0巧し 
たお》では巧冉しないで < だ 
ちし、。 

巧がじ赶こりびたまり 、 mm 
«巧の■(困にな0ます。 



電源コードを傷めない 

■姐コードにホ巧な力を的无 
た0、愤を*1^た0しなむで 
<ださい。 

また、電*プラグを絶くとを 
は、： J — ドを持つで引さぶか 
ないでください， 

乂巧や巧■の巧因になります, 



電源プラグは確実に 
さし&む 

■涵ブラグはコンなントにお 
巧までにちし化み、《ん 
だプラヴ唯ゆをんだコンたン 
卜は®田しないでください。 
ぶ機の»面にな0ホす> 



かさいおささまに特にごを誦いたださたいこと 


ち混部ち触禁止 

M 病中やお乂は遲 R の化 
a やガード!！に串など巧れな 
いで < だをい。 

がけどのおモれヴありまプ， 


温風に担巧おた S ない 

an じ!■巧 S 访 M 友たらない 

でください， 

旧»やけどや M かな化になる 
おそれが友口まず， 



I 



本が巧にをや物!を 
入れないで 

通!！ の出□や巧ードが麻- 
な巧取 A 口にまや巧が巧- 
かをなどの H 巧を入れないで 
くださレ、。 

けびややけどを•つた0、乂 
化*巧■の m 田にな0まず， 


0 



ご®用前安をのために化すお守0<ださい 
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A ミま意 


ぷ給油時 


給油時消乂 

巧のは、化ブ3(父しでから巧 
つで ください， 

乂化のおモれびあります， 



油巧れ確旣 

タンク□をは«貨に M めでく 
ださい， 

タンク□左を下 
にしで进涵れげ 
ないごとをぶか 
めで < ださい， 

□を巧屛めに团 
めた0ずると聞 
巧に□をびかれ 
で、乂泌のおモ 
れがあ0ます， 




居室巧給油巧化 

拴巧はなブ义の》のなレとご 
ろで巧つで < ださい。 

班めおそれがありをず， 



41点巧-宇入れ-保管 


ほこ D のが去 

フアンフイルクーは巧に1箇なと化ず»巧 
しで <ださい， 

ごみ、ほこりなどびの■すると 《* が巧め 
おモれびありまず。 



巧管時にしていただくこと 

S 巧 M 巧巧しないとをが、保■ずるとをは、 
化ダ巧ート U ツジタンク、巧愛皿の巧油を 
淀けた oti 笛しにしないでくだまい。 
乂洪のおモれが巧0まず4 


〇 



巧巧椿巧 • 巧造の 
巧止 

初 W * 化}!したろ、活用しな 
いで<ださい。す巧をな婦巧 
やな a はでず。 



民巧巧巧用しないとを 
は巧源プラグを巧< 

S 期 W 巧巧しないとをは、電 
»ブラグ在ないでください， 
乂化やサ巧しない■苗の®酉 
にな0まず。 


處 


巧源プラグの 
お手入れち 

ときどきは ■» ブラブを ffl も 
ほこ0やホ属巧を巧ましで< 
ださい， 

aa などで《»ホ巧にな0、 
义のの■(旧にな0ます， 



ご巧巧前安をのために化すお巧口<ださい 


一4 























































る部のなまス 



r さを上のごま意 j 巧お 


力ートリツジタンクげ 


「奇を上のごな憲 JR 巧 


タンク[]を[1^> 


麻抽フィルター 


r おを上のごま iuii を 


r 巧を止のごを祖」みあ 


動ぶゴムキッ ^給な J ムキヤジブ应 > 
ブとスがィトは 
RIB のビニール 

巧に入つでいホ I 、 

も E のの■に 5^^スボイト 跨 

tr ジトしでおく 
と (1 巧でず I 


ホ 巧 巧コ-ド時） 

な巧 おブラブを 





痛な受 HQ 

咏咏咏 


疏说，ぶ皿を巧®入口 


/'?ックスぺーサー 


ぶを feHS H A 


かフアンフイルター咏 


サイドスペーサー 

0 望 C 中になる肺巧(ごな霸< ださい) 
M な巧，手入れび化巧ながか 


I バックスペーサーは因のぶうにしでお征 皆竹 
し、-**^ です,、 —— ^ — 

カーテシなどでな巧*な»巧な ISA □が 
ふさびれるのを巧ざまず。 

>サイドスべーサーはフアンヒーターの左 
记面び！!に巧い誦ち、隱に宙■しないよ 
ラ®のよラにしでお ffiU くだまい。 



ご庙用前各巧のなまえ 
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[クごのマーウの申のがずは B しい 
R 旧のあるぺージでず。 


操作部 



%画は巧明のためを却ホの したが版です h 
巧巧上、をが点巧されることはありません。 


ミ肖 MiH 义ラン7广»つ[!|> 

チャイルド □ ジクボクン 
タイマーランプ 




をな 




おまかせモニター 3$) 
色逆ランブ 


タイ 7 —ボタン ー 
«をの議スイツチ 

醇>曲 

おまかせ入/は]スイ‘ 


表示部 




1^ 


時*お巧タン 

あついとき’ 一^ 

さむぃと《巧タン3|>荘^> 


-- a お巧をボタン g |> 

ちランプ 

IP 


邏お5ンブ Qa) 
■e/» 止スイッチ 

却)が！!) 


フイルターサインぉ> 

ぉめ一 11 ^>—离め 


チサイルド□ツクサイン[!^ 
時なさだ表示！^ 
タイマーさせを巧に {> 




H , 


いィルド□。つ P ィル 9- 


SBB：b 


titl 


操巧サイン eJ > 


脱1が： S 別が 

がを a# 巧巧[1^> 
- エラー表示 

- を巧 a 度巧巧圧 


巧巧がの K 巧 - -- 

表をがは巧巧の巧スイッチを 1 ◎巧ずごとに、迅〜みの頻でのり巧む 0 まず， 


1 I 巧巧 W ® 巧巧 



pi waa 甘》 巧驾) 


〇 



4]*類5^咏(ミ觸離ん,） 

f 巧温おまかせ a お中 J 

« め 一 {■•!*}—> め 

鱗は 


2 J タイ7—ちせ《ホ Ei > Ef > 



ク 



削が 

r 画6品取^ 



ご巧用前&部のなま无 


mat RW 
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巧用ずる場所 


効果的に使用ずるために 




〇巧巧に货するおの下やお測に 
お■する， 


/ 



〇化®の aw を巧けない。 




0* あやほこり、たばこの狂などび巧垣で、フアンヒータ ー W 遇の巧（ホ爾巧、力ーペット* 
■) び巧® したモ〇 巧る ことび お0ホず* 

を角的にの ■$ 稼動ませるか、熱に巧 U スジトなど巧》いで谊用しでください， 


ご巧用前使巧する巧所 


_ 1 — 


















巧用前の準備 



ンヒーターの巧り出し 


3 


1 J 描包な等を取りのぞき、フ P ンヒーターを取り化ず 


參 



0 ^ 
巧巧换巧 ■ 

アンケートはがき 

スポイト 

ムキをツブ 


巧11品 

巧巧のビニール巧に A つでいます， 

巧から取り化し、本が«面の巧をの巧懼にじツ 
卜しでおくと(■利でず，な！ 


スポイト 

本か巧のな油やかを 
巧くとちに巧巧しま 
す。大峨じ巧«しで 
<ださ 


お涵ゴムキャップ 
まを巧さすに* S 油 
が巧えまず■[1〇 



贷 


お巧0ください 


〇抽包巧は S 情■•に必》とな0まずめで、大访に记■しで<たさい。 


ご巧巧前使甩前の華誦 


— 8一 













ほ用前の準備 


運损開巧前の準備と確認 


1」か平な巧巧に靜置ずる 
^ファンヒークーが傾いたががではが 巧し ないで 
<ださい* 

ザ思しない串なが巧をするおそれがあります， 



2」巧源プラグをコンたント000 V )に 
S し込む 


〇 



0 



0 20 0 V 巧源には賴がに薩 
し化まないでくださし、 
が奴、巧跋»城原茵 
になります。 

。タコ足抵话はしないでく 

ださい。 

火おの巧西になりまず， 




が巧は化ずな® (J I S 18 なな)を惟巧しでください 

对ソリン、巧«巧油、不势の逆（巧れた巧油*水の巧乂した打证など）は.治巧に化巧しなし、で 
くだすい。 

属*な規や巧冉の原西になりまず。 


な巧とガソリンの巧みけ方 


お巧につけで、思を巧きかけでくだすい。 
<义の巧のないところで） 



ご巧用前使巧巧のホ桶 
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■正しいな'油の巧管ち淀 

〇火な、雨水.ごみ、 MM . 塞か曰がをおけた Ml がに 
棋管ずる， 

〇會館のフタをしっかり民!める， 

〇容18はかすな迪專巧のちのを值巧ずる， 

〇をのついた咨器を巧用ずる， 

¢11白色の容器は巧がしやずくなりまず。） 


r を巧な巧，不純な巧とは 

■巧《巧巧 

〇巧シースンよ 0 持ちがしたちの， 

〇 »溫の巧巧で毎觸晒な資したをの* 

〇曰がのあたる巧所で巧巧巧な爸したわの。 


■不巧な油 

〇巧猫が巧の姓（だソリン、シンホー、天ぶら 
巧、 m 祗油、■お、巧な、巧巧ホ况 n など）び 
ほんのかしでをあ入したちの* 

〇 がやごみげねすかで もな A したもめ。 

〇巧'拍水班 巧 やのが留巧而化した打油， 




巧»巧油の巧巧け巧 


水よりかしでち色 
びついでいたり、 
ずつばいにわし、の 

するちのは密 H な 
巧でず* 



.minm 

化巧 



苗 


使 

巧 

前 

の 

m 

鑽 



り 


〇狂■巧油、す«な巧が巧适で♦巧をめなされたとさは、が E 期 M ホでもな扭のが»巧となり 
まず。 



巧 K 灯巧や不純打巧を 
保用したとぎの症が 


〇においが巧くなる， 
〇巧芭いがび巧じる， 
〇乂乃び上びらない。 
〇巧义しに < い* 

0* 火しにくい。 


方一巧巧な巧や不純 0 巧を 1 

使巧したときの化面方ま i 

〇巧巧を巧き、きれいな巧碰でカートリジジ 
をンクや巧登脚巧を純ってからご®田くだ 
さぃ•お） 

〇蓮；*^萬乂を 5 回程《據 0 返しで<ださい。 
|^みしにおいびしまずので、換なを巧巧 ^1 
^こ巧っでください* / i 

Q それでち直らないとぎは巧巧が必ちとな 0 ! 
まず。お—い上げの化巧巧 1 こご巧燃<ださ！ 

い。呜） ！ 
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ほ用前の準備 


給油のしかた 


1」力ート U ツジタンクを巧0おす 



m 曲]巧 


pi タンク□をを列す 

〇阿 B 面の給饱ゴムキヤツブを巧用ずると、手を 
巧さす【こ□金ち巧すことびできまず。 



3 J お袖する 


な'組をこ I まさないよ5に注意し、曲■がの7割 
巧®えなレよろな®しまず， 



与)タンク□金を確実に巧める 


〇給 fflir ムキヤッブをパしまず。 

〇こぼれたな'箱は巧をに损巧取って < たさし、* 
〇タンク□をを下にしでち巧涵れびないことを 
巧巧しでくださし、 


51力—トリジジタンクをたットずる 



お巧0<だちい 


4ページ r 巧をのためにかすお守だまい J の r 盈拍油 WJ 巧よく請み、を麻しでくだまし、 
お油時、タシク□笠をぶつけないよラ、巧0のいに注■しでください。 

タンク□苗び及おずをと® * れめおモれがあります。 


ご巧用前使巧前の巧お 
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;M Vf 


BSH 


給ミ由のを回 



ijc 油が巧りみなくなつでくると、給油ランプ 
が点滅し、電ま音が化0、乂万がさくな0 
ます 



給油 


J > l そのまま巧巧しつブけるとお 45 か後にな巧 
びなくなり 、 f 03を巧巧しで白のお次しま 
す 


恆め一 

mm 

■—賣め 


こ 

广〇 


C 

し〇 

mux niRt 


指巧 


31拾油を巧い、法お / W 止スイッチをがすと、 
理拓を再開しまず 


ご皮用前使巧巧の》備 
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使用方法 



おまかせモニター 


お奥期がランプ 


このべージでご ffi 巧になる R ホ渐•操巧巧のなまえ 



運乾開始 


1 Ja お/宵止スイッチを巧す （運 お ランプがな巧） 

〇約 3 己视をに 《： A ； しまず。 

〇初めでご巧巧のと S や、■誦ブラブを巧いた巧豈は、 
巧适おま方、せ a おじな C まず。 



巧おの巧な 

R 巧 8B 

巧 A おまかせ a な 

おまかだ 
モニター 

おまかだモニターがが巧し、 參 

S 巧 SS 巧を巧 

おめ^!•め 

1 1^1 1 

itii て 防 i む 


a W 邏な 

曲 

おホかせ 

お去かせモニターはな口せす、 〇 

おを巧度と塞巧涯《を巧巧 

巧！弓 

■11 ■て む 



(ま巧巧巧は rc から表示し、 C でおてめとをは LO をを示しまず。） 


2 J 巧のががを確のずる 

とさどさ皮«巧をのそさ.おがげ巧を》のしでください。 


参正 K が巧 

奇し1がで俄俄します。 
A — ナの巧ががくなる 
ことびありますが、兵 
* ではありません* 


参!！巧が饒 

两いがゆ中に巧に黃 
色レがげ巧れまず， 
その巧、処■を行つ 
でくだすし、 


0 

_ ' fcifcA 


g ぉ拥巧 巧巧方巧 
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通技ラシブ 

通ち/ fp 止スイツチ 



1遅お/任!]:スイッチを巧ずく连おランプび消の) 

蓮后/»止スイッチ巧がずと，が) 5 视 M 消 II 满ランプ 
〔が J び麻苗し消火しまず • 

化ザ乂び巧えたことを》防しで < ださい# 


消*機能 - 

〇消ぶ時に巧モすをにおいの原因となるホ麻巧スの巧まを抑える概おでず。 

麵6/淳让スイツモを巧ずと、の5が M 未葡ゴスをがなさせでから消次しまず> 

このとを消鹰菊乂ラシブ f 煤1びなぉし、お*なおび®ホしでいることをお知らせしまず。 



i ぉミ 


〇通后/淳止スイッチを押しでか6、の5砂をじ r カタン」とレラ■磁巧び SB じる度びしまず 
び、興常ではありません。 

また、 H 冷ホ It や短時 M の»ちでは消* ffll 巧は®巧しません。 


を守0 ください 


〇满次は化す麵お/巧化スイッチで行し、運起 (P 让巧90ゆ斯は、巧が肉を巧やずため、:7アン 
び四つでいまずめで、 ■» ブラグを巧かないで<ださい。 

■源ブラグ《巧いで網がしたり、 M 火»すぐに■涵ブラグを巧 < と、泣■の*窗になりまず。 




巧坛巧止 使用方法 
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使用方ま 



おまかせモニター 


おついとをボタン/ 


このべージでこ巧巧になを巧を耐 iMIfFffl のなまえ 


ま湿の調節 



巧通おをかせ丽おと a * 理 6(1 7ページ)の2 «りがあ0まず • 
a 巧の I 1 WI によつでさ#の M 度方法は属なります， 


/ 


快おおまかせ巧な 


フアンヒーターびやモ0曰の塞き、阳ウ方のおみ 
に巧じ、■を W 塵なあたたかさを宜 B 的に«んで顏な 
します。 

曲巧 as を NK する化■は友0ません* 




巧ああ巧になるまでの M 、 お素かせ 
モニター 巧に[ホ）ランプびな灯 


幫 gs ほめ^^恥 



室巧の樹節^ 巧用方巧 
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な Mt S 巧 Mt 




































さむいとさボタン 


2 J 快巧ぷちになるとおまかせモニター 
巧に [ no ランプび巧巧 

通南ではこめ時なで快巧であると》じで 
いただけまず， 


ぉまかせ ほめ一め 


モニタ ー r 



化 1 が的 191 て 


f 忠ランプが就!してを快適と感じない場筑ま、佚觸度の i 節が行えまず ) 

31 ちついとを*さむいとさがタンをがしで 
^ ~ ののおを铜節する 




ほめが•め 



>1◎巧ず ごとに、^ の®■び壁ね0まず。 

(已段曲め中からお巧みめの■を a んで < ださし、） 

>おまかせモニターのに f か 1ランブ、または f な) ランプがな口し、巧う方の技みにを〇 
佚 s 還なになるよク白ののに火のを阴13しまず， __ 

/巧巧湿び*いとをや、都屋び巧いときは覃湿び快ち蟲《よ口上ヴっでをイ»)ランプび^| 
\»巧しつブけることかあ0まず. / 




〇ぶで巧節した巧あは r 巧ラちの巧み」の室通としでフアンヒーターび拓巧し、巧の澤ちじ預 
かされまず。 

ただし、1な■巧プ音ヴを抜くとこのお巧が消えでしまいまずので、肉巧巧历しでください， 


まなの闹 が^— 使用方ま 
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巧用方法 



チャイルド□ツクボタン 
おまかせ入/がスイツチ 


ちごし i とを；!1?タン. 


このページでご巧巧になる巧おが‘讚巧がのなま元 


遇ち巧巧 


ご白巧で sa 巧おちしたいとちや、*に最ル义力、最大次力で 
* K 巧させたいとちに曲用します。 



ij あついとき*さむいときボタンを巧ず 

〇を巧 a * をめやずにお好みの a 巧に効がしでく 
た3ぃ， 

〇泣を a « になるよう、巨技]のに火丸を湖瞄しで 

が巧しまず。_ _ 

〇お定ぷ巧はが〜 J 日での K 囲と1が巧にル iA ； 力)* 
H 1(*に大乂万)に抑》できまず。 


ほめ一 d 寒}—。め 




〇巧い巧巧やがかのよい却 S でご巧巧のとき、あるいは巧巧巧び比較的■いとぎにま a びお定 
a 度よ0上びるごとびあ0まず，子のとさは遅吃を淨化しで<だをし、 

〇室湿の表示は、 S 巧平均巧巧のめやすです。化！(ち患などにぶ0がブしを香暖針の 3® とは 
—致しないことがあります， 


運弦の種類の切り操え 


lj おまかせ入/のスイツモを巧す 

1◎巧ずごとに巧思おまかせ邏おと通常 S おに 
巧豆にのり巧わ0ます。 



おまかせ 




〇巧めでご巧用のときや霉麗ブラヴぞ叛レた W をは、快 a おまかせ道楽になります， 
1度巧賠を淳化させた扇ちは、前◎と巧じ巧ぉで巧巧を開姑しまず， 


まホの巧が • 3おの種巧のの〇巧え 巧用方ま 
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さむし 1 とをボタン 


かさなお3なのいたすらや、邏巧《«巧を田化したいと S にお巧いください 

1 I チャイルド□ックボタンをお I 3 抄間巧ず わけ阳け 

<ビツと鳴るまで） 

チャイルド□ツクサインが表をされます。 




チャイルドロックを巧巧したいとを 

1 I チャイルドロックボタンをの3砂尚巧ず 

C ビツと W るまで） 

チでイルド□タクサインが消えまず， 


わ仙ド化う 




/~ 


チャイルド□ツクにずると 


pi 巧中つ 

〇運お停止と巧拓延»のみ巧巧できまず。 

〔Wit 申 J 

〇ずぺでのながび巧たできなくな0ます。 




チャイルド□ジクの馆い方 


チヤイルド□ジクの巧い方 
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巧用方法 



H 巧切}•スイッチ 


時ボタン 


こめぺージでこ性巧になを表示部 •《 たがめなまま 


しなれにぶる巧一の事巧巧巧ぐた巧の 3 Wm で呂 u 满决します • 
(巧巧找おによつで、3時巧よ0かし單く巧乂ずる場ちがち0ます J 

お巧巧り時巧のお巧らせ 

狙3時巧で自 ® お义ずる巧に.通吃坦里ランプとでお a らせします. 

なッが梦 


法お消乂10お前 


運おお乂5分削 

の3時閒操遇_ 

- Jf .- 運乾延長 

な 

朱 運転延長 . 

7 ◎■子ち が《る ^ 

ぶ—?職 

♦ 運拉延戻 

7励■す■が01る 

7回> す S が W り、 

(ランプ馬威） 


(ランブ点！！） 

呂 W 消乂 
(ランプ点巧） 


白動消义せずに遲あをおなしたいとき 

7 I 運お 中に 巧お延損ポタンを 巧ず 

がタンはお火10みおに巧らす、がタンを巧したときか6 
さらにが3時曲、 a おを巧おします， 


〇 



I a るとぎや巧化するとさは、おし忘れ消义巧■じは巧らす、化す*巧/冉化スイツモで消火 
しでください， 

巧巧しない*巧が a をずをおモれがお0まず， 



おな0 くださし、 


消しちれ消义装置と運拓延長 


おし忘れ消义ち置と巧お担巧 


使用方巧 
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遷||巧*ランプ 


3后な S ボタン 


巧ボタン 


視巧時刻の合わせ方 



巧れとしで®ウとさやタイマー a おを®巧すをとろは kWa を S わせで < ださい • 


II 巧巧む]巧スイッチを巧し、時刻ちせ巧巧にずる 
{時れ11巧-巧巧《せ巧巧庶11)くを 


巧示扣 & 



2J 


時•巧ボタシを巧し、現巧時刻ををわせる 

時，かがタシは、巧しつづけると S 适りができずず。 
午 m ‘午巧をまちびまないよ3注なしでください， 


3 J 巧吊の«スイッチを押し、巧を持浏巧巧にずる 



ほめ一! 麻め 



ほめ^^1^«め 


巧示の a 




6 丘 W I み 11: 


現を時刻の含わせち 巧 W5 巧 
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使用方法 


タイマーボタン/ 
R 命の#スイツモ 



時ボタン 


このべージでご ffi 巧になる H を柿*»作《のなまえ 


タイマー運おの巧い方 



タイ7— 理巧を巧巧するとをは、時細ををわせで<ださし、 




現な時刻びちわせであることを確のする 

历を時を!!をさわせなレとタイマー遅おはでさません， 
現な時刻の合わせちは20ページを@照しでください。 


ほめ 一H 揉華 i— 富め 



g 巧が S 間が 


3巧巧な巧スイジチを巧し、タイマーをせ巧巧にずる 
( WttR 巧，タイで一ちせ R 巧话历） 


巧を0巧 



ほめ一 dui]— »め 



货をなで f 制 K 


3 J 時•巧ポタンを巧し、タイ7— 巧据時刻をちわせる ほめ一 (11]— «め 


〇時•巧ボタンは、巧し〇ブけると早をりびできます， 
午前-年後をまちびえなレよ3注麻しで<ださい。 
〇時坊含せ•タイ7— みせは、巧お中にも巧えまず， 




齡 M てきなが A 

F p さむいとき 


タイマ—巧おの使い方 馆巧ち法 
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邏広/か止スイッチ巧巧し、巧おがおにずる 

(巧ちランブ扁巧） 

巧お中は巧ず化吾は友0ません。 

5 J タイ7— 巧タンを巧す 

* 吃ランプび巧のし、タイマーラシプヴ巧なずると、じ、ジトび 
完了しまず. 

タイマ—じツト巧しでから通吃/#止スイツチ巧巧すと、夕 
イ7—麵おが B なされまずのでごななくだきい. 




タイ7— 


を 


じツトした時劍じなると運転閒始 

巧をのため、タイ7— 法お曲始を1時脚で宜热消次しまず。 
iW 火10か10、5分前、巧火■前に■ま■でお规らせしまず* 


1度タイ7 — *お時刻を昔わせると、巧回か6は 4 J 、; 包を巧ラだけで同じ》抑に通杞び開がでぎまず • 


有巧お义せすに巧巧をお統したいとぎ 

タイ7— ボタンを巧すと、タイ7— 巧おが K なされ、薦拉巧!!*巧しまず。 


ごんな とを どラず 与 

をマ 


タイ 7 — 诗《中 

タイ 7 — 燃巧中 

1 タイ 7 —巧おのが除 

通止スイツチを巧ず。 
( タイマー号ンプが消巧） 

タイ寺ーボタンを巧ず。 

(. 巧坛の巧続） 

淨 巧した 

巧巧识な持苗 ) をちわせ、タイマー 
巧おのた、ジトをや 0 直ず。 

(*« 巧を巧*び作巧し满 1^， 

地巧びあった 

ちラ 1 度みからやり塞す。 

が■白動消火 if ■が作動しお火。区杉 


夕 

イ 

ス 

I 

逐 

拓 

の 

巧 

い 

方 


唐 
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点巧 • 手入れのしかた 


定巧的に巧のお巧•寺入れを巧つで < ださい。 


おなりください 


点巧，ま入れを巧うときは、次のことを泌す守つでください。 






法おを巧止さぜ、ファンが止ま 
つでから巧巧ブラヴを巧く。 

本化び巧えでから巧つでくだきい。 
a たを巧止しないと、乂ぶややけどのお 
それびありまず， 



本がの汚れを巧ぎ取るとぎ、シン 
ナー アルコール巧は淀南しなし、 

火化のおモれがあむまず， 

おじ巧れのひどい部巧は、うずめた申性洗到 
をしみ込ませた巧で巧いでくたぎい， 


r ご巧届のたびに 


本化の巧逆に巧お巧はないか 



ごみやほこ0を泣さ取る 


〇 




こ 



巧議れ、油のたま0、油のにじみはないか 

興冷があるとをは化巧を巧化し、お匿い上げの 
販巧巧にご巧おくださレ、。 


0 



n * 燃焼を想こしでいないか徊 

«巧があるときは 28 ぺージの処酣ち巧にだつで 
ください。 


0 


ぞ —— ……… TJ 


な巧•寺入れのしかた 点巧*その他 
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巧に 1 回な上は 


フアンフイ JI / ターの 

ほこ0巧取る 



mm I 通^を兄の入〇 


:?アンフイ夕一ゆ 



フアンフイルター⑩ 
助〇つけち 



下のジ;^をはめでから 
と到!ぞ押す 


、 * ゾ 

1 か月に 1 回な上は 


巧フィルターがごみで目ブまりしで 
いないか 

きれいな巧油でずすぞ況いしで、ごみ#を 

巧 H 自がお乂贊■の点検 

が巧中にゆすると消火するかなのしでくだ 
さし、 


取〇のモいでくだをし、 


なフイ I レター 



消炎しない巧さは情理びお g でずので、お 
两い上げの UK 巧にご巧孩< たさし、 





巧フイルターや巧尝皿巧にがび入つでいないか咬> が^ 

巧 K のスボイトで;由つイルターや巧登皿巧の 
水を取りのそき、油フイルターはか巧巧よ< 

巧巧させでください， 


Q 


点お•串入れのしかた 点な•その化 
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巧管のしかた(長期聞な巧しない場含） 


巧の寺顚にがつでフアンヒーターをな管しでください。 
1」巧源コードを束ねる 


pi ' 庙フィルターを取りのぞき、カー 
トリジジタンク巧と油愛皿巧の符 
巧をすぺで巧く 


巧つ イルター 



aSaJ 



3フアンフイルターと班フィルター 

のが巧をする 


4フアンヒ—夕—本体のちれを掀き 
取る網 





5 J フアン ヒーターを 箱に入れる 

フアンヒーターは、巧巧のみない* W に巧着しでください* 


お巧0<ださい 


〇 フアンヒーを一巧かけた 0. 賴巧しにしないでくだまい。 

知*れなどによウ、乂泌のおそれがありまず* 

〇 力ート U ツジタンク內と油資四ののな姐は荒をに巧を巧つで<ださい。 

な油が！！つでいると巧！！し、巧(■の！！因になりまず， 

〇 ななは这シーズンに持ち巧さず、馆いきるよラにしでくださ U ， 


保 K のしかた 扁巧*その他 
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巧 が 

巧 西 

巧めで化巧すると sa 

やにおレげ出る 

M 巧 a おが巧けるためでず。 

1 時聞ほどでおさま 0 まず* 

巧の毎びビンク、また ^ 
はゴレンジを(こなる 

留音巧巧の拍湿おを巧巧ずるとおこ 0 まず 4 水に*まれるカルシヴム 
おによる巧柏です。 

巧の色びとをどをチラ 
モラとなくなる 

空巧申のほこりびがえるためでず， 

を a を*めじほをしで 
をき通び上がらなし、 

が■び広ずザる《合におこります。 

ま a をほめに旧をしで 
を空巧び下びらない 

巧い部屋や卸がのよレ部屋でご馆巧めとき、あるいは巧気蟲が化按の 
麻いと S にま a び脸定ぶ巧より上がをごとびありまず。モのとをは画 
e 巧 ffit しでくだすし、 

室のお度を示び巧 S の 
巧巧れと一贸しない 

空おの«巧は、ま巧平垃ぶ巧のめやすです，熟》ちをなどによ 0 化す 
しもを巧わのぷ«とは一致しなレことがありまず。 

巧おかまたはミ肖火直後 
に『ボコ J 、 r パキッ J 
などの g びする 

重«ヴおにより K 巧*お巧ずるためでず* 

H 巧ではあ 0 ません。 

aifeff 止を、約 5 秒をに 
「カタシ」と亩がすを 

消火瞬の m 巧*であり、俐巧ではありません。 

パーナの獨び雨くなる 

S い巧の中に巧屋い巧び現れなければ、兵*ではありませお。 


故盾•異常の見分け方と処置方ミ去 



巧の括がはな巧ではあ0ません。侵理を巧巧される煎に1巧ご巧巧くだまい。 
〇 着火時 


を が 

届 西 

すぐ扇；^：しなし> 

〇巧お時ながが 35 妙か巧です， 

〇お油■みは巧油げ送曲お巧に◎るまで島 M びかかります。 

2 、 3 ◎着乂の巧を巧り返しでください。 

r ジ ー J と离びする 

»乂ずるための巧 B 宜でず。 や 

R がでは志 0 ません. 

B 任びホる 

な迸の巧化方スびパーナに巧巧固らないと、こめよウな巧がび化るご 
とびありますび.俐巧ではありません， 


〇 燃焼時-消义時 


修埋を依巧ずる前に 


巧！！！ •異おの見かけ方との《方る おお*その他 
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巧障 • 臭常の見分け方と処置方法 


寅含の原因と処置のしかた - 


何らかの巧？ B で巧のよラなエラー巧おや症がが班われたときは、週のな処 
«を巧つでください。 


巧巧が(エラー及を） 

原因（巧を装 匿） 

幽 ■巧 法 


一時巧 巧 した•または 巧 巧ブラブが 
巧けかかつでいをた齡、自 m 消火 
した 

(»« 巧を巧■がが W) 

■游ブラヴをにコン fe シトに 》 し 
化み 道 お /ff 止スイツモを抑し眉ず。 

EDI 

mm (約*度 S な上）や巧い 《の、 

巧巧を受けたため、有曲消乂した 
(が 》 自》蕭乂巧■が作 W) 

H 囲め巧が物、 fl # おの»«、油のあぶ、 
れなど異巧びなレことをお巧したを、 

雇お/夕 it スイッチ巧巧し■ず A 

f が 

f 03 

*乂^スしたり、 ffl つイルター 
や巧受师巧にかやごみがたまつ 
たため、 目の 消乂した 

1 (が 巧制御お■がが u) 

巧受迎巧のかやこみを取りのそき、迪 
フイルターは水がをよくた巧させたを、 1 
画后/ fflh スイツチを押し■ず* 

(下お望！;お照） 

-^ 

こ の 

C U i 

ちぶが II 夕に麻；！ （4 crc なと） 
になつたため、白®ミ肖火した 

(空ぶ PlIKH な 巧比巧■びホ化） 

挺■巧をを描かめ、 通 吃/—比スイが于 
を押し■ず* 

; ム ... 

// ‘11 .1 、\ 

と—孤 ， 

\\\ 1 /// 

/// 1 \\\ 

mm - 巧围空な取 A □やファン 
フイルター、湿®峽化□ヴ物で 
みをがれたり、ほこりがたまつ 
たため、昌が消火した 
(@ おの it 装■がお助） 

〇が巧， 《 巧な巧巧入□やファシ；？イ 
ルター、温曲の化□の巧呈物を取0 
のモ さ、 押がしたみ、遲 お/か 比スイ 
ッチを巧し S ず。 

化■を巧つでちあし作 W ずると 
きは巧巧を中止し、お H い上げの狀 
W 巧にご 柏 おください，臣龄 

\\ \ } / 

[OE!1 

TtTv \ 

r 口 

to 

曲巧した節 ■で 巧巧した w さ、 不 
完全樹巧(都匡のを巧の s 巧がお） 
を抵止ずるため*自 W 消火した 1 

(す亮をが巧巧止裝■び作政） 

邱屋のを巧を入れ哲えでから a 后/ » 止 
スイツ于を巧し 疆 ず* 

(征南中はかす1時間に 1 〜 2 ◎巧巧ずる） 

法6巧長ラシブ 
点な 

(1 み^—ジが照) 

燃巧を照拍しでから約3時間び 1 
待 a したため、自 w 满火した 
(消しちれ消乂裝■が惟動） 

通お/#么スイッチを巧し i ■す， 

巧わランブ巧な 
通 teffiR ランプな巧 
い广ぉ口 

； 巧お/淨化スイツモび巧しつブけ 
られたため、白 KI 3 I 乂した J 

« 巧* » 巧が周のの曲*物を取りのそき、 

D ン t ントを A れ直しでかを a 時/巧让 
スイッチ巧禪しちず。 

F a ミ〜け, 

根湧-な巧が勒巧な巧巧でず 

巧あ巧育を巧无た St 電堀ブラブを巧ち、^ 
お巧い上げの販巧風こご巧おくださし、。 



巧受皿的への水®入につし\で 

タンクに直巧かを湿入し踩くでを、化 utiffi の湿压巧化などで巧 a によりタンク巧に水びた 
まり、巧資 DE にお入ずる巧音げおります。氷び混六ずると、お®ランプ岛威や 〜ら碟 • 
"f n )" などの*常！¥止のお因になりまず*モの B は化忌取りのそいでくたさい•く結 


巧巧.再巧の昇がけちと処■ちを 点巧*その化 
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症が 

m 因 

巧 ■ちる 

' 巧おを閒巧 
j しない 

チャイルド□ツクびむか卜されで 
いる 

チャイルドロックを解瞭ずを* 4® 

が油ランプ 
:のな巧び止 
まらない 

な化がなくなつた 

巧巧ずる 

のートリツジタンクび巧がしでし、る 

方ートリッジタンクを巧しいちのとを i 
巧ずる， 

巧フィルターや迸语 m 巧じがやごみ 
びたまつでいる 

巧—のスボイトで进フィルターやお巧！ 

皿巧の水やごみを歌0のぞ <，油フィ！ 
ルターは水分をよくた度させる。 ！ 
(下拓^ @照） 

义力が上が 
らない 

お®ランプび扁巧しでいる 

倍®ランプが点孩しでいる i 

ISi 曲ずる，^ 

を爲巧巧*不视巧油を巧巧した 

〇巧普!！やタンク巧の巧猫をなさ、さ 
れいな巧油で巧つ， 

0* 乂， W 乂をら◎疆巧巧ず， 
みしにおいびしまずので、換気を、 

' v 巧おに巧っでくだぶい。 J 

«巧旅巧を 

1なこず 

巧巧订巧+不拥巧巧を话巧した 

が届の巧なぴ不巧み 

锅巧を巧巧に巧3。 

つアシフィルターじほこなびたまつた 

つアンつィルターめ扣除をずる。く舜 

におレカ巧®レ 

i 

な巧びなくなつた 

ち巧ずる， < J 3] 

巧質幻巧-不媒巧巧を巧巧した 

巧ち m やタンク巧の口巧をなぞ、され 
いな灯油で洗3。 

な迸びごぼれたり、巧れでいる 

柏巧を中止し、お属い！:げの巧巧巧に 
ごな陵くどさい 

1 

1 

… J 

J 巧び a れで 
いる 

力—卜 U ツジタンクを入れたまま 
挣かした 

不视巧油を博巧した 


、グ^ —J 


お巧ランプの点！!時につし VC 



お巧0 ください 


〇処喔$巧つでを直らなレ1とちや、上 lew 巧のエラー表添が化たとをは放 W が寒えをれまず 
ので、お属い上 <ブの巧巧巧にご相段ください*[1|> 
cas » したホま《巧しごブけ&と、巧巧しない•巧び#ちずなおモれびあります。 


'庙フイルターに巧®ヴ 
たまつでレる扇台 


'舟フイルタ〜に巧油が 
たまつでいない場ち 


タンク□ホ，ホたはカート U ツジタンク巧》しいをのと巧巧しでください， ! h »«) 


釋 


が巧，頁巧の見かけ巧と化■ちを 


な巧•その化 
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アフターサービス 


アフタ-サ-ビスの備 


麻お*修 a び化ちになった巧ちは、お H いとげ 
のお«店、または#«»誠巧にご巧燃ください。 

[ gin ^ 

アフターサービス巧 e けるおは、巧のをご 
巧巧ください。 


巧 


ち；グイニモブルーヒ ーター 


里!巧ゆ呼び： 30ぺージ胜様]に KK 
お!！い上げ曰：保化■に I 己 B 
巧 が：エラー6お等、で》るだけ 

1¥し< 


伸 liiBsfi か 


*理•でファシヒー公一$巧®する na 
は、化ブ巧巧皿巧のな巧を巧いでください， 
なぶびこぽれると iit 嫂の历固にな口まず •<|s 


保証について 



巧化麵 

族«括でな BIPIII 巧 KA しでおなししますめで、 
お入の容をお巧かめのラま、大切にお居しでくだ 
さい。 

巧化巧巧 

历化 mm は3巧 M でず。#巧の ㈱ は保 liES 巧 
ご®示ください，なお、保曲期間のでち有が 
となることがありまずので、 SHE •をよくお 
K みくだすい:徊 

巧化巧 MJija 巧は 

赔巧巧にご巧お<ださし、が ai こよつでなお 
がお持できる巧ちは、こお巧により有料晤理 
致しまず。 


補修用性能部品口いて 


〇補恨用性援釉思とは、その很拓のな自目をが持 
するために必 R ながなです。 

〇 率 ファン ヒー ターの 補が用せ瓶が品の醒旧存 
泻巧曲は、製巧巧の0を6年でず。 

この期 nn は通巧 siftit め巧1•によるものです， 



部品な巧び必おなおは、お買い上げの販巧届、 
または(が)巨本6猫緒麻な指保守腐ちで巧ラ巧 
術爸逗巧習ち该了苦(5巧おお按術 B ま±)、ま 
たは巧術調曾ち巧了 a (点巧 sti ホ)のいる拓 n 
居などにごの巧くださし、 


フアンヒークーめが理•损晶 
巧属は、お* W 捆 A では絶が 
に巧わないでくだをい。 

けびややけどのおモれがあ 
0ホず* 




アフタ—サ—ビス•巧巧な巧についで おな•その他 
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定期点巧のおずずめ 


2シーズンに1回の定巧巧巧をおすすめします。 


巧化点が 



»お M ご！*巧になりまずとがおのな!*がが巧じな0ます， 

点検を受けないと、ホ巧しない巧巧が强生ずるおそれびありまず。 

巧が EI こ•がを防化するため、シーズン巧め带シースン e 了時にお H い上 
けの巧巧ほ、または巧理台格ぎ〔(时 ） 曰巧 5' 巧燃巧概お探な協基 （T E L 
03-3499-2928)] で巧う巧術 BSSS 岂会愤3音(ち油みお技刪«挂±)、 
または巧衝 « H をが3尝{点な巧«±)のいる巧などにな巧摘巧されをこ 
とをおすすめします。（有料） 



. ，1 r .’ 

仕樣 

I .V 

■* . ' ■ .1 
■ 1^-' ~ 

V 、 .. 可を…刊巧 

: . t . て " vh - 

- .一...つ-‘— ■ P . J 

--... . ^ ， . , - r 

' ィ 

... 

で ’ 

も ，' い、';卜：， .1’. ， 

‘V . ■ 1' - ■ ' 

. 1 ' こ, V . - ' ' 

占 —- ' % に - ''■ ■- ’ ' , 


型なの呼ぴ 

FB -3240 S 

巧 巧 

気化巧*な制通巧 お- な制巧流形 

满乂巧 冗 

am 巧■点火 

巧 巧 J 

な 巧 

0 ia(jis 1 含な 姐） 

が巧消巧 ■ 

最大 

0.334 L/h 

■ ホ 

0.072 し /h 

巧房出力 

居大 

■か 

3-20 kW に,？日〇か引か） 

0.69 kW ( S 90 kGal / h ) 

好 S 

(正 面） 

义乂た 

37 d 居 

か!^方 

26 d B 

なタンク哲 ■ 

已 >0 し 

1 

燃巧 W 巧巧 » 

1大乂巧 

' J 、 央で 

15.0 時間 

日化 4時脚 

巧单 a 里 1 

木' 巧 

8 儀まで 

' 山ウリ-卜 

11 S まで 

巧おヴ巧； 
W さ X 运 X 巧 巧1 

1 護 8 么 

435 mm X 439 mmx 312 mm 

^ 本が 

398 mm x 2 日 5 mm 

質 ■ 

府 9 ぶ kg 

■用 SJE 巧び用巧巧 

100 V 50/60 H z 

定 巧 

消巧 

難大巧《 ■巧 

308/3 日 8 W (扁災初 聊こ巧お商 背を） 

お巧巧 

消 M 巧力 

131/1 ；nW けぶ巧 時） 

69/ 69 W りい乂巧院 > 

巧を 巧 ■ 

不完ま燃楠防止裝匯、巧巧ままち巧、燃焼制御裝 S 
が■巨 m お乂供逊 m 巧化巧 ■、 销し忘れ满乂巧 ■ 

モの惟の巧 ■ 

室ぶ其策巧止な面 

付 R あ 

スポイト、抬油 3 ムキャップ 


を期お巧のおすすめ，化巧 扇巧*その他 
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別売部品のごを文について 


巧め別巧部品を破巧したりお失した巧ちは、お黄い上げの販巧应にごまでください。 
その庶は型式 S 、 別巧が品有をはつぎ0とお坛え<ださい。 



IJJ 




(タンク□を巧 > 
¥4,000 


別売部品 


讓ミ 





—舶 ‘.J 


台 0 

i ンク□を 
¥500 


0 


¥500 


麵 


¥ 1,000 



/ 


¥250 


¥165 


恤格は本フアンヒーターの別黃がおの価培でず <糕則)， 
晒のお種はこの限りではありません* 

また、师巧はサちな<巧至ずることがあ0ます。 * 


立漏 


0 巧ザ王簿输巧甚巧 

干日 50-1295 巧馬巧白お巧大ず化田中？ 80-6 
ホ—ムぺ—ジ http ： //WWW 1ぶ phere > neJp / dalnlGhl / 


巧巧ち m 祈 

干101-0021 

干げ巧区巧巧坦 2-13*7 ヴ^二子神旧ビル 

603(325 目)3841㈱ 

大ぉ巧 

干が 4-0044 

大巧而的西巧巧を田 2* 目 *6 

巧 06(633 日）1431轉 

1山 S «巧巧 

〒が4-が引 

f 山台巿基巧区卸の3-卜■(日 

0022(23 自)日目21肺 

おおちXI巧 

甲9旨0■。お 

お W 冉白根巧大字化田巧？卵-日 

«025(362)1140ff« 

ゴヒ设をな巧 

¥939-0064 

巧山巧か田日1己-1 

巧 076(4 の)6763贼 

A 巧« K 巧 

T381-0034 

«挣巧大ず痛西1337 «巧ブルービ J レ 

ttO26{223)9OS0tf« 

mmmmNi 

¥370-0043 

お慮な*蝴市巧聞町 M5 

巧 027(32 目)〇自01牌 

ず巧普*笑巧 

〒3如-りの目 

ま都客市普巧 2-1-1 2 

面の且巧お)日411 

ちち屋 SM が 

干が 1-0028 

各ち B 巧を因乘大 safe 本 a 7-巧日- 1 * 一をホビル 

を 0S2(72 り6自77㈱ 

に A g 誠巧 

〒巧卜0137 

広*ホ安を巧弦山本い 4-2 己 

か)が (0 巧) S 自引妨 

巧巧営載巧 

〒が 2-0 日 W 

權闹巧爾史区比恵の 16-24 第六よしみビル 

a092(474)073W 


修理におするお問い昔わせは （30 ページに記巧の型すの呼びをご链颗の5无） 
アフターヴービスご相がお□へ フリーダイヤル行01 2046 S -1 10 

自 t *■« などからは iia でを*せ FAX 0120- 4 GQ ■ 2つ0 

\ 〇巧田巧法がよくわからない 

こんなことで \ 〇お宇入れち法びよ<わからない 
お困りのとき/ 〇其巧時の対処ち巧がわか6ない 

_/ 〇ご6居 W で巧< に》理しでくれるおほびない 

受は時間10:00〜12:00、13:00〜17:〇〇 (± +曰*祝日は陆〇 


FS - お日，日邮 -1 

























